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就
学
援
助
に
つ
い
て

問
　
新
年
度
か
ら
準
要
保
護
世

帯
の
収
入
基
準
を
現
在
の
生
活

保
護
基
準
の
１
・
５
倍
以
下
に

変
更
す
る
が
、
影
響
を
伺
う
。

学
校
教
育
部
長
　
平
成
27
年
に

引
き
下
げ
ら
れ
た
生
活
保
護
基

準
を
用
い
る
影
響
を
考
慮
し
、

認
定
倍
率
を
１
・
５
倍
に
引
き

上
げ
た
。
影
響
は
数
名
程
度
と

見
込
ん
で
い
る
。

討
を
進
め
る
。

市
営
住
宅
に
つ
い
て

問
　
消
防
法
で
は
、
防
火
管
理

者
は
避
難
訓
練
な
ど
を
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る

が
、
市
営
住
宅
に
お
い
て
も
実

施
し
て
い
る
の
か
。

都
市
整
備
部
長
　
消
火
訓
練
や

避
難
訓
練
は
消
防
計
画
に
定
め

た
回
数
行
う
こ
と
に
な
る
が
、

１
、
２
年
は
行
っ
て
い
な
い
。

問
　
指
定
管
理
者
は
防
火
管
理

問
　
新
入
学
用
品
費
の
支
給
時

期
を
入
学
前
に
変
更
す
る
考
え

に
つ
い
て
伺
う
。

学
校
教
育
部
長
　
早
期
に
実
施

で
き
る
よ
う
、
研
究
を
進
め
て

い
く
。

問
　
生
活
保
護
費
の
入
学
準
備

金
と
差
が
あ
る
新
入
学
用
品
費

の
見
直
し
を
行
わ
な
い
の
か
。

学
校
教
育
部
長
　
前
向
き
に
検

問
　
駐
車
場
棟
の
工
事
費
が
12

億
円
、
１
台
当
た
り
６
０
０
万

円
に
な
る
こ
と
の
見
解
を
伺

う
。
ま
た
、
な
ぜ
費
用
の
一
部

負
担
を
国
に
求
め
な
い
の
か
。

企
画
政
策
部
長
　
費
用
は
積
算

基
準
に
基
づ
き
適
切
に
算
出
し

て
い
る
。
平
成
22
年
の
特
別
委

員
会
で
、
市
単
独
の
建
設
と
な

る
こ
と
を
説
明
し
た
。

問
　
駐
車
場
の
有
料
化
は
、
図

問
　
子
供
の
貧
困
を
解
消
す
る

に
は
高
校
卒
業
ま
で
の
教
育

費
、
医
療
費
は
公
費
負
担
に
す

べ
き
で
な
い
か
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
高
校
で

は
国
や
県
の
学
費
補
助
な
ど
の

支
援
が
あ
る
。
医
療
費
は
、
経

済
的
に
困
難
な
ひ
と
り
親
世
帯

な
ど
へ
助
成
し
て
い
る
。
ま
た

中
学
校
３
年
生
ま
で
の
小
児
医

療
費
助
成
を
し
て
お
り
、
更
な

る
拡
大
の
検
討
予
定
は
な
い
。

問
　
平
成
27
年
12
月
に
市
内
の

ベ
ビ
ー
ホ
テ
ル
「
ち
び
っ
こ
Ｂ

Ｏ
Ｙ
」
で
生
後
４
か
月
の
男
児

が
脳
挫
滅
で
亡
く
な
り
、
元
保

育
士
が
逮
捕
さ
れ
た
。
過
去
、

施
設
に
は
県
か
ら
指
導
や
勧
告

が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
ど
の
よ

う
な
内
容
で
あ
っ
た
の
か
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
有
資
格

者
の
配
置
や
保
育
従
事
者
の
複

数
配
置
な
ど
に
つ
い
て
改
善
勧

告
が
あ
っ
た
。

問
　
保
育
士
の
補
充
な
ど
市
が

何
か
支
援
を
行
っ
た
の
か
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
認
可
外

保
育
施
設
で
あ
る
た
め
補
充
な

ど
の
支
援
は
行
っ
て
い
な
い
。

問
　
ほ
か
の
ベ
ビ
ー
ホ
テ
ル
に

も
県
か
ら
指
導
が
あ
る
。
現

在
、
22
時
以
降
子
供
を
預
け
ら

れ
る
の
は
、
本
市
で
は
ベ
ビ
ー

ホ
テ
ル
だ
け
で
あ
る
。
24
時
間

体
制
の
認
可
保
育
園
な
ど
を
つ

く
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長
　
24
時
間
体
制
の
保
育
施

設
の
ニ
ー
ズ
が
あ
り
、
必
要
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
今
は

日
本
共
産
党
平
塚
市
議
会
議
員
団

平
塚
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
と

言
っ
て
も
ら
え
る
ま
ち
に

松
本 

敏
子 

議
員

者
と
な
っ
て
い
る
が
、
避
難
訓

練
が
行
わ
れ
て
い
な
い
。
そ
の

よ
う
な
指
導
を
し
た
の
か
。

都
市
整
備
部
長
　
し
っ
か
り
と

取
り
組
む
よ
う
に
話
を
す
る
。

所 属 議 員
日本共産党平塚市議会議員団

渡辺 敏光 議員

　目の不自由な方に市議会の活動状況をお伝
えするため、議会だよりの内容を音声化した
「声の議会だより」を発行しています。また、
点字版も発行しています。
　ご希望の方は議会局までご連絡ください。

声や点字の議会だより

無
所
属

24
時
間
体
制
の

認
可
保
育
園
創
設
を江

口 

友
子 

議
員

書
館
法
や
博
物
館
法
に
抵
触
す

る
と
考
え
る
。
有
料
化
し
な
い

と
維
持
運
営
で
き
な
い
の
か
。

企
画
政
策
部
長
　
対
価
の
徴
収

と
は
入
館
料
や
資
料
利
用
に
関

す
る
も
の
と
解
釈
し
て
い
る
。

市
役
所
と
文
化
ゾ
ー
ン
の
共
用

駐
車
場
と
し
、
有
料
化
す
る
。

問
　
誰
が
、
い
つ
共
用
駐
車
場

と
し
て
位
置
付
け
た
の
か
。

企
画
政
策
部
長
　
平
塚
市
史
第

８
巻
資
料
編
に
当
時
の
考
え
方

に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
。

問
　
図
書
館
年
報
や
博
物
館
資

料
か
ら
も
専
用
駐
車
場
で
あ
る

こ
と
は
明
ら
か
。
勝
手
な
解
釈

の
変
更
は
困
る
が
い
か
が
か
。

社
会
教
育
部
長
　
近
接
の
考
え

方
で
共
用
駐
車
場
と
捉
え
る
。

問
　
納
得
で
き
な
い
。
図
書
館

法
や
博
物
館
法
の
網
を
す
り
抜

け
る
た
め
で
な
い
の
か
。
な
ぜ

ヒ
ア
リ
ン
グ
翌
日
に
駐
車
場
の

看
板
に
張
り
紙
を
し
た
の
か
。

企
画
政
策
部
長
　
共
用
駐
車
場

と
い
う
認
識
で
あ
る
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問
　
新
庁
舎

建
設
事
業　

ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
整

備
推
進
事
業　

待
機
児
童
問
題

問
　
母
子
家
庭
の
雇
用
環
境
充

実
の
た
め
の
窓
口
を
整
備
で
き

な
い
か
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
就
労
相

談
な
ど
の
実
施
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
と
の
連
携
を
し
て
い
く
。

井
戸
付
き
マ
ン
ホ
ー
ル 

ト
イ
レ
の
建
設
を

問
　
東
日
本
大
震
災
後
、
宮
城

県
女
川
町
社
会
福
祉
協
議
会
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
、
最

重
要
問
題
は
ト
イ
レ
対
策
で

あ
っ
た
。
井
戸
付
き
マ
ン
ホ
ー

ル
ト
イ
レ
は
貯
水
タ
ン
ク
を
併

設
す
れ
ば
、
災
害
時
に
水
洗
ト

イ
レ
、
日
常
は
公
園
や
学
校
の

散
水
施
設
、
ま
た
常
時
公
衆
ト

イ
レ
と
し
て
有
効
で
あ
る
。
早

急
に
予
算
化
し
実
施
す
る
よ
う

提
案
す
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

防
災
危
機
管
理
部
長
　
今
後
、

施
設
管
理
者
と
設
置
場
所
や
水

の
供
給
手
法
に
つ
い
て
協
議

し
、
避
難
所
の
小
・
中
学
校
な

ど
を
対
象
に
敷
地
内
の
下
水
道

管
の
耐
震
化
や
設
置
条
件
、
費

用
面
な
ど
を
研
究
し
た
い
。

認
可
保
育
園
な
ど
の
環
境
整
備

に
注
力
し
た
い
が
、
24
時
間
保

育
も
検
討
項
目
に
な
る
と
思
っ

て
い
る
。

　３月定例会の会議録は５月下旬から
公開します。市役所本館８階の議会図書
室や５階の市政情報コーナー、各地区の
公民館、各図書館でご覧ください。市議
会ホームページでもご覧になれます。

会議録は５月下旬に公開

■原発事故避難者に対する住宅供給の継続を 
求める意見書（抜粋）
　東京電力福島第一原子力発電所の事故から６
年の月日が経過したが、神奈川県では今もなお
3000人近い方々が、本市においても２世帯４人
の方が避難生活を余儀なくされている。しかし、
政府と福島県は昨年、避難指示区域外からの避
難者に対する応急仮設住宅の無償提供を平成
29年３月限りで打ち切ることを決定した。
　住宅は最も基本的な生活の基盤であり、中で
も自助努力で避難生活を送っている避難者にとっ
ては、唯一の命綱である。応急仮設住宅の無償
提供を打ち切られることは、直ちに経済的な困

窮に陥り、子供たちの未来をも断ち切ることに
つながりかねない。よって国会及び政府は、こ
うした状況を十分に理解し、次の事項について
所要の措置を講じられるよう強く要望する。
１　個々の事情に配慮しながら、原発事故の避
難者が各々の希望に沿った場所に住み続けられ
るような住宅支援を検討すること。
２　「東京電力原子力事故により被災した子ど
もをはじめとする住民等の生活を守り支えるた
めの被災者の生活支援等に関する施策に関する
法律」による継続的な支援に努めること。
３　避難者が安心して福島県へ戻れる環境づく
りに努めること。

　議員からの提出議案として、本会議の最終日に次の意見書が提出さ
れ賛成多数で可決しました。可決した意見書は国や関係行政庁に提出
します。ホームページには全文を掲載しています。意見書

し た可 決

　市民の皆さんの意見や要望を議会
に伝え、市政に反映させる方法とし
て請願と陳情があります。
　請願は、紹介議員を必要とし、提
出後は所管の常任委員会などへ付託
し、審査します。その後、委員会審
査の結果を本会議に報告し、議会と
しての採択、不採択などを決定しま
す。
　陳情は、請願と同じような性格の
ものですが、紹介議員を必要としな
いという違いがあります。提出後は
議会運営委員会でその取り扱いにつ
いて協議します。

請願・陳情を市議会へ

高
校
卒
業
ま
で
の
教
育
費
、

医
療
費
は
公
費
負
担
に府

川 

勝 

議
員

庁
舎
、
図
書
館
、
博
物
館
等

駐
車
場
の
有
料
化
を
問
う

端 

文
昭 

議
員

24
時
間
体
制
の
認
可
保
育
園
（
新

宿
区
）。
職
業
や
雇
用
形
態
の
多

様
化
で
ニ
ー
ズ
が
増
え
て
い
る
。


